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海を渡れば、まだ見ぬ景色が広がる
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発掘調査で見つかった“謎の地下
室”を公開。石垣、階段、深さ2.3ｍ
の地下水をためる珍しい地下室で
用途は不明。ユダヤ教の沐浴施設
「ミクヴェ」に似ているとの説もあ
るが、決定的な証拠はなく歴史ロ
マンをかき立てる。

明治33年（1900）創業の高橋酒造
が運営するミュージアム。館内では、
高橋酒造創業の礎となった「球磨
焼酎」の歴史を映像や展示で紹介。

人吉を代表する歴史スポット。創
建は806年と伝わり、相良氏の崇
敬を受けてきた神社で、本殿・廊・
弊殿・拝殿・楼門は国宝に指定され
ている。茅葺き屋根の社殿が並ぶ
光景は全国的にも珍しく、人吉の
城下町文化を象徴する存在だ。

t0966-22-2324
人吉市 M P12E1

t0966-32-9750
人吉市 M P12A3

t0966-22-2274
人吉市 M P12D1

K人吉市合ノ原町461-7 k九州自動車道
人吉IC から車で10分 G見学無料 J9～
16時 i無休 p17台

K人吉市上青井町118 k九州自動車道人
吉ICから車で10分 G拝観無料（有料施設
あり）J9時～16時30分 i無休 p30台

青井阿蘇神社
●あおいあそじんじゃ

試飲コーナーもあり、高橋酒造の
代表銘柄を味わえる

蔵限定販売の
「白岳全麴」
900㎖1293円

鎌倉時代から明治まで続いた相
良氏の城下町で、今も当時の面
影が残る。長い歴史のなかで育
まれた文化や信仰も、この地の
大きな魅力だ。

偶然発見された地下遺構や神秘の地形など、歴史の表舞台とは異なる、
人吉球磨の奥深い一面を体感しよう。

もう一つの人吉を探る
神秘と謎 時を超えて息づく

人吉球磨
熊本県南部に位置する人吉球磨は、日本遺産に認定された歴史ある地。
相良氏が約700年にわたり治めてきたこの地には、城下町の面影とともに、
謎の地下遺構や神秘の自然といったもう一つの魅力も広がる。
時を重ねた人吉球磨の奥深い魅力を訪ねてみよう。

明治～大正時代の焼酎造りの
工程を紹介

地下では今も水が湧き続け、神秘的な雰囲気が漂う

道沿いには古い町家や蔵が残り、
散策が楽しい

高さ約12mの茅葺き屋根の楼門

江戸時代には鍛冶屋が軒を連ね、
最盛期には約600軒もの職人が刃
物や農具などを作る一大産業地と
して栄えた。夜は人吉がモデル地
の漫画『夏目友人帳』の影絵が通り
を彩り、人気急上昇中だ。

人吉市 M P12E1

K人吉市鍛治屋町 
k九州自動車道人吉ICから
車で5分

鍛冶屋町通り
●かじやまちどおり

球磨焼酎ミュージアム
白岳伝承蔵
●くましょうちゅうみゅーじあむ 
　はくたけでんしょうぐら

歴史ロマン漂う
城下町

相
良
氏
7
0
0
年
の
歴
史
を
伝
え
る

国
宝
の
神
社発

掘
で
現
れ
た
、

人
吉
最
大
級
の
歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー

城
下
町
の
面
影
が
残
る

歴
史
あ
る
通
り

球
磨
焼
酎
の
歴
史
を
学
べ
る

蔵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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「水よ
し、人よし、味よし」の風情豊かな隠れ里 2
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九州最大級の鍾乳洞で、鍾乳石や
石筍などが織りなす神秘的な空間
が広がる。全長約4800mのうち約
1000mを一般公開。ひんやりとし
た洞内には、長い年月をかけて形
成された自然の造形美が連なり、
まるで別世界だ。

発掘調査で見つかった“謎の地下
室”を公開。石垣、階段、深さ2.3ｍ
の地下水をためる珍しい地下室で
用途は不明。ユダヤ教の沐浴施設
「ミクヴェ」に似ているとの説もあ
るが、決定的な証拠はなく歴史ロ
マンをかき立てる。

太平洋戦争期に造られた海軍の地
下施設跡を公開するミュージアム。
2016年に海軍施設であることが明
らかになり、2018年から一般公開
された。地下壕には、魚雷調整場
や無線室、兵舎壕などとされる空
間が残り、ガイドの案内で見学で
きる。

t0966-32-0080
球磨村 M P12A1

t0966-22-2324
人吉市 M P12E1

t0966-28-8080 錦町 MP12C3

K球磨郡球磨村大瀬1121 
k九州自動車道人吉IC
から車で30分 G入
洞1100円 J9～17
時（最終入場は16
時30分 ） i無休 
p120台

K人吉市麓町18-4 k九州自動車道人吉 IC
から車で10分 G入館330円 J9～17時（入
館は16時30分） i火曜（祝日の場合は翌平日） 
p30台

K球磨郡錦町木上西2-107 k九州自動
車道人吉 IC から車で15分 Gベーシッ
クプラン（資料館＋ガイドツアー1カ所 ）
1000円 J9～16時（7・8月は～17時 ） i
無休p50台人吉に息づく

伝統文化

きじ馬
桐などの木材で作られた郷土玩
具で、野鳥のキジを模して黄・緑・
赤の顔料で彩る

ウンスンカルタ
ポルトガルから伝わったカード
ゲーム。全国で唯一、人吉球磨だ
けで遊戯法が伝承されてきたとい
われている

花手箱
木箱に色鮮やかな椿を描いた伝
統工芸品 試飲コーナーもあり、高橋酒造の

代表銘柄を味わえる

山の中の海軍の町 
にしき ひみつ基地ミュージアム
●やまのなかのかいぐんのまち にしき ひみつきちみゅーじあむ

練習機「赤とんぼ」
の模型。終戦時は96機が基地
に残され、一部は地下壕に格
納されていた。実物大の模型
を見られるのはここだけ

阿蘇山由来の地層を手掘りして造られた地下壕

偶然発見された地下遺構や神秘の地形など、歴史の表舞台とは異なる、
人吉球磨の奥深い一面を体感しよう。

もう一つの人吉を探る
神秘と謎

人吉城歴史館
●ひとよしじょうれきしかん

時を超えて息づく
人吉球磨

明治～大正時代の焼酎造りの
工程を紹介

探検家気分が味わえる本
格コースもある

人吉城・領主相良氏について大型シアターや
ジオラマ模型、石垣・絵図パズルなどで紹介

地下では今も水が湧き続け、神秘的な雰囲気が漂う

球泉洞
●きゅうせんどう

時
を
超
え
て
息
づ
く
人
吉
球
磨

発
掘
で
現
れ
た
、

人
吉
最
大
級
の
歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー

自
然
が
つ
く
り
出
し
た
、

未
知
な
る
地
下
世
界

3 2

海
軍
の
秘
密
基
地
が
眠
る

里
山
の
地
下
壕
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球磨川とともに歴史を重ねてきた人吉の町。
「令和2年7月豪雨」という大きな試練を乗り越え、単なる復旧ではなく“ 創造的復興 ”を掲げながら、

再び歩みを進めている。観光の現場で活躍し続ける人々に、その想いを聞きました。

水害からの
復興物語

　「令
和
2
年
7
月
豪
雨
」で
、老

舗
旅
館「
あ
ゆ
の
里
」も
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
1
階
と
地
下
は
濁

流
と
泥
に
の
み
込
ま
れ
、
多
く
の

設
備
や
資
料
が
失
わ
れ
た
が
、
大

女
将
の
有
村
さ
ん
が
最
優
先
に
し

た
の
は「
お
客
様
の
命
」。
早
朝
に

危
険
を
察
知
し
て
宿
に
駆
け
つ
け
、

約
1
0
0
名
の
宿
泊
客
の
安
全
確

保
に
奔
走
。「
た
だ
命
を
守
る
こ
と

だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
」と
振

り
返
る
。

　約
1
年
後
、
単
な
る
復
旧
で
は

な
く„
創
造
的
復
興
”と
し
て
営
業

を
再
開
。
和
モ
ダ
ン
を
基
調
と
し

た
空
間
に
、
露
天
風
呂
付
き
客
室

や「
天
空
の
テ
ラ
ス
」を
整
備
し
、

よ
り
心
地
よ
い
滞
在
を
叶
え
る
宿

へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
館
内
に

は
庭
で
育
て
た
季
節
の
花
が
美
し

く
生
け
ら
れ
、
客
室
や
ロ
ビ
ー
に

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア・バ
リ
島
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
し
つ
ら
え

を
施
し
、
訪
れ
る
人
の
心
を
や
さ

し
く
ほ
ど
い
て
く
れ
る
。

　「球
磨
川
は
災
害
を
も
た
ら
し

た
川
で
も
あ
る
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ

り
こ
の
町
の
宝
。
川
と
と
も
に
生

き
て
き
た
町
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん

な
で
結
束
し
未
来
へ
進
ん
で
い
け

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
」と
有
村

さ
ん
は
話
す
。

　現
在
、
人
吉
で
は
球
磨
川
を
軸

に
地
域
の
魅
力
や
歴
史
、
自
然
を

つ
な
ぐ「
リ
バ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

構
想
が
進
ん
で
い
る
。「
人
吉
温
泉

女
将
の
会
」の
会
長
も
務
め
る
有

村
さ
ん
は
、
地
域
の
宿
と
協
力
し

な
が
ら
、
球
磨
川
の
ほ
と
り
に
あ

た
た
か
な
灯
を
と
も
し
て
い
る
。

   球磨川と生きる町のいま

1階ロビー奥の「球磨焼酎ラウンジ 」。球磨
焼酎のおすすめの銘柄を自由に楽しめる

創業者が掘り当てた「鮎里源泉」
が注ぐ。人吉温泉はとろりと
した炭酸水素塩泉で「美人の
湯」として知られる

7階の「天空のテラス」は球磨川を一望でき
る絶景スポット

地下1階のギャラリーでは
水害当時の様子を伝える
写真を展示

「スパスイート・パ
ノラマビュー」の客
室。自家源泉露天
風呂を備えた贅沢
な空間

球
磨
川
と
と
も
に
歩
む

人
吉
温
泉
の
名
宿

大女将　
有村 政代さん

t0966-22-2171 人吉市 M P12E1
K人吉市九日町30 k九州自動車道人吉IC から
車で5分 G1泊2食付3万5200円～
JIN15時／OUT10時 p80台

人吉温泉 あゆの里　　
●ひとよしおんせん あゆのさと

球
磨
川
く
だ
り
と

人
吉
の
未
来
を
ひ
ら
く
観
光
拠
点

　
　5 4
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球磨川とともに歴史を重ねてきた人吉の町。
「令和2年7月豪雨」という大きな試練を乗り越え、単なる復旧ではなく“ 創造的復興 ”を掲げながら、

再び歩みを進めている。観光の現場で活躍し続ける人々に、その想いを聞きました。

水害からの
復興物語

春は桜、初夏の新緑、秋は紅葉と人吉
の四季を楽しめる「梅花の渡し」。4～
10月はラフティングも開催

球磨川くだりは江戸時代に木材や物資を運ぶ舟
運として始まったのがルーツ

パンケーキミック
ス540円。九州産バ
ターミルクパウダー
を使用

人気メニューの九州パンケーキ900円。宮
崎県高岡町のはちみつと高千穂発酵バター
のシンプルなおいしさ

カフェやショップを併設し、2階ではバーも営業
予定。人吉観光の新たな拠点としてにぎわいを生
み出している

ブラッドオレンジ
と桃のコンフィ
チュール1190円

t0966-22-5555（球磨川くだり）
 人吉市 M P12E1
K人吉市下新町333-1 k九州自動車道人吉
IC から車で10分 G球磨川くだり清流コース
3500円 J9～17時 i水曜  p40台

HASSENBA 
HITOYOSHI 
KUMAGAWA　
●はっせんば ひとよし くまがわ

大女将　
有村 政代さん

球磨川くだり株式会社
ゼネラルマネージャー　

藤山 和彦さん

おみやげも
Check!

t0966-22-2171 人吉市 M P12E1
K人吉市九日町30 k九州自動車道人吉IC から
車で5分 G1泊2食付3万5200円～
JIN15時／OUT10時 p80台

人吉温泉 あゆの里　　
●ひとよしおんせん あゆのさと

　球
磨
川
沿
い
に
立
つ「
H

 

A

 

S

 
S
 

E
N
B
A
」は
、球
磨
川
く
だ
り
の

発
着
拠
点
で
、
カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ

プ
も
併
設
す
る
複
合
施
設
。モ
ダ

ン
な
空
間
づ
く
り
が
印
象
的
だ
が
、

そ
の
背
景
に
は「
令
和
2
年
7
月

豪
雨
」か
ら
の
歩
み
が
あ
る
。

　話
を
聞
い
た
の
は
、
20
代
で
球

磨
川
く
だ
り
の
世
界
に
入
り
、
26

年
に
わ
た
っ
て
川
と
向
き
合
っ
て

き
た
藤
山
さ
ん
。
人
吉
出
身
の
藤

山
さ
ん
は
、
知
人
に
勧
め
ら
れ
て

初
め
て
球
磨
川
く
だ
り
の
船
に

乗
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ

の
道
へ
入
っ
た
と
い
う
。櫓
を
握
り
、

先
輩
た
ち
に
鍛
え
ら
れ
る
な
か
で
、

気
づ
け
ば
26
年
。先
輩
た
ち
が
引

退
し
、
い
つ
し
か
自
ら
が
そ
の
歴

史
と
技
を
受
け
継
ぐ
立
場
に
な
っ

た
。　大

き
な
転
機
と
な
っ
た「
令
和

2
年
7
月
豪
雨
」で
は
、
施
設
が

1
階
の
床
上
約
1.
2
m
ま
で
浸

水
し
、
船
も
流
失
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。
社
員
も
徐
々
に
離
職

し
、藤
山
さ
ん
一
人
が
残
っ
た
。

 

　藤
山
さ
ん
が
一
貫
し
て
守
っ
て

い
る
の
が「
復
興
で
人
吉
を
盛
り

上
げ
る
」こ
と
以
上
に「
球
磨
川
く

だ
り
を
後
世
に
残
す
」こ
と
の
大

切
さ
。
球
磨
川
く
だ
り
の
歴
史
は

1
0
0
年
以
上
。
も
と
は
木
材
や

農
産
物
を
運
ぶ
舟
運
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
船
を
、
鉄
道
開
通
後
に

観
光
へ
生
か
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。

そ
の
長
い
歴
史
を
、
自
分
の
代
で

途
切
れ
さ
せ
た
く
な
い
―
―
。
補

助
金
や
多
く
の
協
力
者
の
力
を
得

て
再
建
を
進
め
、
水
害
か
ら
1

年

で
現
在
の「
H
A
S
S
E
N
B
A
」

が
形
に
な
っ
た
。
今
は
球
磨
川
く

だ
り
の
ほ
か
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
も
展
開
。
ス

タ
ッ
フ
は
7
人
に
増
え
、
若
い
世

代
も
加
わ
っ
た
。

　「
球
磨
川
に
は
こ
れ
ま
で
多
く

の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
が
、„
暴
れ

川
”と
い
う
別
名
が
あ
る
よ
う
に
、

人
の
力
だ
け
で
抑
え
込
め
る
も
の

で
は
な
い
。
恐
れ
な
が
ら
も
向
き

合
い
続
け
る
し
か
な
い
」そ
う
語

る
藤
山
さ
ん
は
、「
ず
っ
と
先
に
、

若
い
船
頭
が
お
客
さ
ん
を
乗
せ
て

川
を
下
る
風
景
が
見
ら
れ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
ね
」と
続
け
る
。
球

磨
川
く
だ
り
と
い
う
文
化
を
未
来

へ
手
渡
す
こ
と
。
そ
の
静
か
で
強

い
想
い
を
話
し
て
く
れ
た
。

球
磨
川
く
だ
り
と

人
吉
の
未
来
を
ひ
ら
く
観
光
拠
点

　
　5 4

　水
害
か
ら
の
復
興
物
語
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t0966-45-2951 あさぎり町 M P12F3
K球磨郡あさぎり町岡原南269 k九州自動車道
人吉ICから車で30分 J9～18時 i不定休 p30
台 athree.shop/

株式会社アスリー　　
●かぶしきがいしゃあすりー

朝
霧
に
包
ま
れ
る
茶
畑
が
育
む
、

世
界
も
認
め
た
玉
緑
茶

自
然
豊
か
な
あ
さ
ぎ
り
町
が
育
む

未
知
な
る
力
を
秘
め
た
タ
モ
ギ
タ
ケ

　
鮮
や
か
な
黄
色
が
目
を
引
く
タ

モ
ギ
タ
ケ
は
、
北
海
道
や
東
北
の

一
部
な
ど
寒
冷
地
に
自
生
す
る
希

少
な
キ
ノ
コ
。
人
吉
球
磨
で
生
産

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
株
式

会
社
ア
ス
リ
ー
だ
。同
社
の
特
徴
は
、

キ
ノ
コ
栽
培
の
土
台
と
な
る「
菌
床
」

か
ら
自
社
で
手
が
け
て
い
る
こ
と
。

キ
ノ
コ
栽
培
に
お
け
る
菌
床
製
造・

培
養・栽
培
の
3
工
程
の
う
ち
、設

備
投
資
の
大
き
い
菌
床
づ
く
り
か

ら
行
う
事
業
者
は
少
な
い
。
さ
ら

に
、「
使
い
終
わ
っ
た
菌
床
も
土
壌

改
良
材
と
し
て
活
用
し
、
植
林
へ

と
つ
な
げ
て
い
ま
す
」と
代
表
の

川
谷
さ
ん
。
タ
モ
ギ
タ
ケ
は
保
存

や
輸
送
が
難
し
く
、
収
穫
量
も
少

な
い
た
め
生
産
コ
ス
ト
が
高
い
。

そ
れ
で
も
川
谷
さ
ん
が
取
り
組
む

原
点
は
、
父
親
だ
っ
た
。「
父
の
が

ん
を
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
調

べ
て
い
た
ら
、
タ
モ
ギ
タ
ケ
を
知

り
ま
し
た
。
当
時
は
簡
単
に
手
に

入
ら
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
で
栽

培
し
、
必
要
な
人
が
手
に
取
れ
る

よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」

と
話
す
。

　
タ
モ
ギ
タ
ケ
に
は
高
い
抗
酸
化

作
用
を
も
つ
エ
ル
ゴ
チ
オ
ネ
イ
ン

と
、免
疫
力
を
高
め
る
β
-グ
ル

カ
ン
が
豊
富
で
、
が
ん
予
防
の
効

果
が
期
待
で
き
る
健
康
食
材
。
美

容
分
野
で
も
研
究
が
進
み
、
食
品

だ
け
で
な
く
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
化

粧
品
へ
の
展
開
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
豪
雨
災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し

い
時
期
も
あ
っ
た
が
、「
助
か
っ
た
」

と
い
う
声
に
支
え
ら
れ
て
事
業
を

継
続
。
今
後
は
ハ
ウ
ス
の
増
設
に

よ
り
、
国
内
有
数
の
生
産
拠
点
と

な
る
可
能
性
も
見
据
え
る
。
父
親

を
救
い
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
始

ま
っ
た
挑
戦
は
、
地
域
資
源
の
循

環
や
新
た
な
価
値
創
出
へ
と
広
が
っ

て
い
る
。

乾燥たもぎ茸1026円。味噌
汁やパスタなど幅広い料理
に使える

培養が進むと、黒い菌床
が白く変化。菌が全体に
広がり、栽培の準備が整
う

タモギタケのエキスを入れた水（右）
は抗酸化成分を多く含み、金属を
入れてもさびにくいという

高圧殺菌罐は、菌床に含まれる雑菌を高
温・高圧の蒸気で殺菌し、たもぎ茸の菌
が繁殖しやすい環境を整える

菌床の原料にはクヌギなどの広葉
樹を使用。栄養価が高く、キノコの
生育に適している

鮮やかな黄色が特徴の
タモギタケ。香りとうま
味が豊か

#タモギタケ

代表
川谷 彰紘さん長岡 敬一さん
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球磨川
の恵みと風土が育む名産品に出合う

清流・球磨川と豊かな自然に恵まれた人吉球磨。
焼酎をはじめ、この土地の風土が育んだ名産が揃う。

伝統を守りながら新たな挑戦を続ける、
地域に根ざしたものづくりを訪ねてみよう。

いつかこの場所で
日本一の

タモギタケ生産を
目指したいです

人吉球磨
ブランド

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2
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朝
霧
に
包
ま
れ
る
茶
畑
が
育
む
、

世
界
も
認
め
た
玉
緑
茶

　宮
﨑
製
茶
は
、
玉
緑
茶
を
中
心

に
生
産
す
る
茶
農
家
。
霧
が
立
ち

込
め
る
相
良
村
の
気
候
が
旨
み
を

引
き
出
し
、ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
に
。

玉
緑
茶
は
茶
葉
を
よ
ら
ず
に
仕
上

げ
る
製
法
で
、
勾
玉
の
よ
う
な
形

状
も
特
徴
だ
。
収
穫
期
は
家
族
総

出
の
大
仕
事
。
新
芽
は
鮮
度
が
命

の
た
め
、
摘
み
取
り
か
ら
製
茶
ま

で
は
時
間
と
の
戦
い
だ
。
睡
眠
時

間
を
削
り
な
が
ら
2
～
3
週
間
の

作
業
が
続
く
が「
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
茶
畑
を
見
る
と
、
そ
の

疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
す
よ
」と
三

枝
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
た
。

　新
品
種「
き
ら
り
31
」を
使
っ
た

商
品「
さ
が
ら
の
月
」は
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
し
、
フ
ラ
ン
ス
の

国
際
茶
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
金
賞
に

輝
き
、高
い
評
価
を
受
け
た
。

　ま
た
、
事
前
予
約
を
す
れ
ば
玉

緑
茶
の
製
法
な
ど
を
学
び
な
が
ら

試
飲
体
験
が
で
き
る
。
香
り
豊
か

な
一
杯
を
、ぜ
ひ
味
わ
い
た
い
。

宮﨑雄二さん（左）
宮﨑三枝さん（右）

ショップで買える

人
吉
球
磨
ブ
ラ
ン
ド

川辺720㎖1980
円。相良村産の
米と川辺川の地
下水で仕込む人
気銘柄

繊月720㎖1250
円。繊月酒造の
代表銘柄

米焼酎と熊本県
産赤紫蘇で造っ
た、恋しそう500㎖
1450円

t0966-22-3207
 人吉市 M P12E2
K人吉市新町1 k九州自動
車道人吉 IC から車で10分
G見学無料 J9～17時（最
終入場は16時30分 ） i無休
p15台

繊月酒造　　
●せんげつしゅぞう

t090-8569-2616
相良村 M P12C3

K球磨郡相良村川辺185-162 
k九州自動車道人吉 IC から
車で15分 J9～18時 i不定
休 p2台

宮﨑製茶　　
●みやざきせいちゃ

清
ら
か
な
球
磨
川
と
匠
の
技
が
生
む
、

伝
統
の
球
磨
焼
酎

　繊
月
酒
造
は
明
治
36
年（
1
9
0
3
）

創
業
の
老
舗
蔵
元
。
米
を
原
料
と

す
る
球
磨
焼
酎
を
製
造
し
、
相
良

村
産
の
米
や
川
辺
川
の
伏
流
水
を

使
用
す
る
な
ど
、
土
地
の
個
性
を

生
か
し
た
酒
造
り
に
取
り
組
む
。

歴
代
杜
氏
の
技
術
を
受
け
継
ぎ
、

現
在
は
7
代
目
杜
氏
が
味
づ
く
り

を
担
っ
て
い
る
。

　「令
和
2
年
7
月
豪
雨
」で
被
災

す
る
も
、社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
再

建
を
成
し
遂
げ
た
。
見
学
案
内
担

当
の
小
宮
さ
ん
は
、
災
害
を
経
て

チ
ー
ム
の
結
束
が
よ
り
強
ま
っ
た

と
教
え
て
く
れ
た
。

　「焼
酎
は
全
国
的
に
は
芋
や
麦

が
多
い
で
す
が
、
米
焼
酎
の
魅
力

も
ぜ
ひ
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
小
宮
さ
ん
。
15
カ
国
以
上
に
輸

出
も
展
開
し
、
近
年
は
海
外
か
ら

の
来
訪
者
も
増
え
、
焼
酎
ベ
ー
ス

の
リ
キ
ュ
ー
ル
や
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン

な
ど
新
商
品
に
も
挑
戦
中
。
今
後

の
展
開
に
も
期
待
が
高
ま
る
。

国際コンテストで金
賞を受賞した「さが
らの月」を使用した
玉緑茶1620円

「城見蔵」では人吉城址を望む試飲スペースで、
代表銘柄の飲み比べが楽しめる

麹の香りが漂う館内で、球磨焼酎の
製造工程を学べる

茶葉の選別から生まれ
る香ばしいほうじ茶864
円。ティーバッグで手
軽に

お茶の粉を使ったイチゴ大福やパ
ンナコッタ風デザートなど、季節替
わりの手作りスイーツが楽しめる

茶畑を見渡す開放的
な空間で、お茶の歴
史や製法の話を聞き
ながら、試飲体験が
楽しめる。1名2500円

#球磨焼酎

製造部 課長
小宮 浩さん

#玉緑茶
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この地域の
お茶の魅力を
もっと広めて
いきたいです

球磨川
の恵みと風土が育む名産品に出合う

清流・球磨川と豊かな自然に恵まれた人吉球磨。
焼酎をはじめ、この土地の風土が育んだ名産が揃う。

伝統を守りながら新たな挑戦を続ける、
地域に根ざしたものづくりを訪ねてみよう。

見学では
麹の香りなど、
蔵の空気も
感じてください

人吉球磨
ブランド

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



麻葉プリン600円。
卵のコクがしっかり
感じられる、固め食
感のプリン

虎最中350円。
中にバターが
入り、餡との相
性も抜群

店内では花手箱をモチーフにしたドリッ
プバッグなどを販売

麻葉珈琲
●あさばこーひー

築130年の古民家をリノベーショ
ンしたカフェ。生豆から焙煎する
コーヒー豆は、コロンビアやイン
ド、メキシコなど10種類以上を揃
える。注文ごとに焙煎するため、
香り豊かな一杯を楽しめる。

t0966-32-8858
人吉市 MP12E1

K人吉市紺屋町24 k九州自動車道人吉
ICから車で5分 J10～18時LO i不定
休p20台

一本の杉から建てられた
建物。赤松で造られた回
り廊下など、人吉球磨ら
しい趣ある空間が広がる

人吉球磨には、地元で親しまれてきた絶品グルメがいっぱい。
うなぎや餃子、ちゃんぽんから蔵を改装したおしゃれカフェなど、

旅の途中で味わいたい名物グルメをご紹介！ 

創業明治10年（1877）のお茶屋・立
山商店が営む喫茶店。木材商の本
宅を改装した日本家屋で、四季を
感じる京風茶庭を眺めながら、和
の空間で食事や甘味を楽しめる。
ジェラートの世界大会で優勝した
植木耕太氏が、立山商店の田舎番
茶で作る番茶ジェラートも人気だ。

明治35年（1902）創業、人吉球磨
で最も古い味噌・醤油の醸造元。
四代にわたり受け継がれてきた製
法で、九州醤油ならではのコク深
い味わいを守り続けている。

K人吉市中青井町311 k九州自動車道
人吉ICから車で10分J10時～16時30分
LO i木曜 p8台

K人吉市紺屋町44 k九州自動車道人
吉ICから車で5分 J9時30分～17時30分 
i日曜、第1・2・4土曜（8・12月は土曜営業）
p5台

町家ギャラリー立山
●まちやぎゃらりーたてやま

緑屋本店
●みどりやほんてん

t0966-24-0866 人吉市 MP12D1

t0966-24-8777
人吉市 MP12E1

#スペシャリティコーヒー

# 人吉球磨茶

2階席では、天井から吊るされたきじ馬のランプがやさしく灯る

藤本さん夫婦が温かく迎えてくれた

花
手
箱
が
彩
る
古
民
家
カ
フ
ェ
で

花
手
箱
が
彩
る
古
民
家
カ
フ
ェ
で

香
り
高
い
コ
ー
ヒ
ー
を

香
り
高
い
コ
ー
ヒ
ー
を

1
2
0

1
2
0
年
以
上
受
け
継
が
れ
る

年
以
上
受
け
継
が
れ
る

伝
統
の
醤
油

伝
統
の
醤
油
&&
味
噌
を
気
軽
に
味
わ
う

味
噌
を
気
軽
に
味
わ
う

和
の
空
間
で
楽
し
む

和
の
空
間
で
楽
し
む

人
吉
球
磨
茶
と
甘
味

人
吉
球
磨
茶
と
甘
味

        名名物物
ググルルメメ

人
吉球磨のうまか～なグルメ大集合！

広々とした店内に
はカフェスペース
も併設
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麻葉珈琲 680 円
ミルク入りの甘いラ
テは、焼きマシュマ
ロと一緒に

人吉抹茶テリーヌ600円
炭クリームをトッピングした
期間限定スイーツ

抹茶アフォガード
900 円
人吉球磨産の抹茶を
使用。ミルクジェラー
トに濃厚な抹茶をか
けて味わう

ぜんざいセット
950 円
十勝・浦幌町産のあか
ね大納言を使用。豆の
ふくよかな甘みと豊か
な風味が楽しめる

アイスモナカ（醤油）
400円
金沢産のもなか生地を使用。
ほんのり甘い味噌味と、甘さ
控えめの醤油味の2種類

ちゃんぽん 1000円
エビや豚肉など10種類以
上の具材が鶏ガラ&豚骨
スープによく絡む。野菜を
炒める際の火入れを工夫
することで、シャキシャキ
食感に仕上がる

味噌 1kg 696 円
一番人気！「球磨川味噌（米
麦あわせ）」。まろやかな甘
みが広がる生味噌

醤油 300㎖ 507 円
「蘭本醸造」の二段仕
込みで造る醤油。本来
の豊かな風味と、とろ
みのある味わいが特徴

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2
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明治35年（1902）創業、人吉球磨
で最も古い味噌・醤油の醸造元。
四代にわたり受け継がれてきた製
法で、九州醤油ならではのコク深
い味わいを守り続けている。

人吉で長く愛される餃子の名店。
パリッと香ばしく焼き上げた餃子
は、野菜たっぷりの餡を薄皮で包
んだ軽い食べ口が特徴。メニュー
は焼餃子とおにぎり、ドリンクの
みとシンプル。多い日には1日300
個以上売れる人気店だ。

矢黒町の住宅街にあるちゃんぽん
と餃子の店。店主の母が家庭で作っ
ていたちゃんぽんの味を看板メ
ニューとして提供している。一度
に作れる数に限りがあるため、売
切れ次第終了。

大正8年（1919 ）創業、人吉で長く
愛されるうなぎ店。宮崎や鹿児島
産のうなぎを使い、蒸さずに焼き
上げる「地焼き」が特徴で、炭火で
香ばしく焼き上げたうなぎに甘辛
いタレがよく合う。麺類や手打ち
そばなどのメニューも揃う。

K人吉市紺屋町44 k九州自動車道人
吉ICから車で5分 J9時30分～17時30分 
i日曜、第1・2・4土曜（8・12月は土曜営業）
p5台

K人吉市宝来町12-15 k九州自動車道
人吉ICから車で10分 J11時30分～13時
30分、16時～18時30分（売切れ次第閉店） 
i火・水曜 p6台

K人吉市矢黒町2038-4 k九州自動車道
人吉ICから車で15分 J11時～17時30分
LO i火曜 p20台

K人吉市宝来町1343 k九州自動車道
人吉ICから車で10分 J11時～14時30分
LO、17～19時LO（土・日曜、祝日は11～19
時LO）※うなぎがなくなり次第終了 i不
定休 p50台

緑屋本店
●みどりやほんてん

松龍軒
●しょうりゅうけん

ま心 ちゃんぽん
ぎょうざ店 
●まごころ ちゃんぽん ぎょうざてん

松田うなぎ屋
●まつだうなぎや

t0966-24-8777
人吉市 MP12E1

t0966-22-4024
人吉市 MP12D2

t0966-24-1245
人吉市 MP12D2

t0966-35-7877
人吉市 MP12D1

店内はカウンターとテーブル席のほか、球磨
川を見渡すテラス席もある

#醤油&味噌

#人吉餃子

2階席では、天井から吊るされたきじ馬のランプがやさしく灯る

藤本さん夫婦が温かく迎えてくれた

広々とした店内は靴を脱いで上がる造り。ゆっ
たり食事が楽しめる

駐車スペースも十分にあるので団
体利用も大歓迎

炭
火
で
焼
き
上
げ
る

炭
火
で
焼
き
上
げ
る

香
ば
し
い
地
焼
き
う
な
ぎ

香
ば
し
い
地
焼
き
う
な
ぎ

野
菜
た
っ
ぷ
り
！

野
菜
た
っ
ぷ
り
！

や
さ
し
い
味
の
人
吉
ち
ゃ
ん
ぽ
ん

や
さ
し
い
味
の
人
吉
ち
ゃ
ん
ぽ
ん

地
元
で
愛
さ
れ
る

地
元
で
愛
さ
れ
る

人
吉
名
物
の
焼
き
餃
子

人
吉
名
物
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#人吉ちゃんぽん

#うなぎ
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名
物
グ
ル
メ

アイスモナカ（醤油）
400円
金沢産のもなか生地を使用。
ほんのり甘い味噌味と、甘さ
控えめの醤油味の2種類

ちゃんぽん 1000円
エビや豚肉など10種類以
上の具材が鶏ガラ&豚骨
スープによく絡む。野菜を
炒める際の火入れを工夫
することで、シャキシャキ
食感に仕上がる

うなぎ重箱（大）5230円
ごはんとうなぎ一匹分を別々
の重箱で提供する珍しいスタ
イル。酢の物にもうなぎが入
り、うなぎを存分に味わえる

焼ぎょうざ 1人前7個 500円
具材は鶏と豚の合挽きとキャベツ
のみ。独特の形は先代の工夫から
生まれたもので、薄皮と軽い食べ
口が魅力

焼きぎょうざ 6個500円
焼き目はパリパリ、裏面はと
ろっとした食感の餃子。絶妙
な焼き加減の秘訣は企業秘密

おにぎり150円
水害後に飲食店が少なくなったこと
から、地元の人の助けになればと始
めたメニューで、今では人気の一品

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



船旅で何をする？海を眺めて、食べて、くつろいで。
移動時間も思い出になる、さんふらわあで特別なステイを楽しもう。

さんふらわあには最上級のスイート
ルームから大人数のツーリストタイ
プまで、さまざまな種類の客室が揃う。
シチュエーションに合わせて客室を
選べるのは旅人にとってうれしい！

スイートルームで快適ステイが叶う

脂のり抜群の刺身を
贅沢に味わえる

どれにするか迷うほど
の充実ぶり！

シャンプーやリンスなどアメニティも充実
スイートルームは専用バルコニー付き

アトリウムでプロジェクション
マッピングを楽しんで

翌日の旅に備えて海を一望する大き
な湯船でひと休み。なかでも朝風呂
がおすすめで、朝日を眺めながら心か
らリラックスできる。

プロムナードは、すべての乗船客
が自由に使えるフリースペース。ソ
ファでくつろいで普段読めなかった
本を読んでみたり、ショップで買っ
たおやつを食べたり…。思い思いに
過ごそう。

さんふらわあに乗れ
ば家族全員で旅がで
きる！客室にはペット
シートやごはん用のお
皿など、備品も充実し
ているので安心だ。

窓あり&海を見渡す
デラックスウィズ
ペットルームの客室

船長服が楽しめるフォトスポットで
記念写真♡

朝食&夕食がビュッフェ形式（有料）
のさんふらわあ。和洋食、スイーツ
までジャンル豊富で、航路ならでは
の郷土料理が楽しめるのもうれしい
ポイント。ラインナップは毎日変わ
るので、メニューは乗船してのお楽
しみ♪
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ゴロゴロ野菜とじっくり煮込んだお肉、
玉ねぎの甘みが食欲を誘う「ジビエシ
チュー。」老若男女問わず人気で、ショー
トパスタを加えて食べ応えのあるボ
リュームに仕上げている。

船内レストランにて
特別メニューが登場！

大和一酒造の「球磨川」（左）、
林酒造場の「極楽」（中央）、
繊月酒造（→P7）の「川辺」（右）

さんふらわあで過ごす
至福のひととき

カジュアルクルーズで憧れの船旅へ

愛するペットと旅ができる
ウィズペットルーム

神戸

志布志

別府
大分

大阪

大阪～志布志航路
さつま・きりしま

大阪～別府航路
くれない・むらさき

神戸～大分航路
ごーるど・ぱーる

大阪港から別府港・志布志
港と神戸港から大分港を
結ぶ3ルート。九州縦断旅
にチャレンジするのもお
すすめ！

関西～九州航路
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船旅で何をする？海を眺めて、食べて、くつろいで。
移動時間も思い出になる、さんふらわあで特別なステイを楽しもう。

スイートルームで快適ステイが叶う

スイートルームは専用バルコニー付き

プロムナードは、すべての乗船客
が自由に使えるフリースペース。ソ
ファでくつろいで普段読めなかった
本を読んでみたり、ショップで買っ
たおやつを食べたり…。思い思いに
過ごそう。

さんふらわあトラベルでは、本誌
で紹介している魅力あふれるス
ポットを巡り、球磨川のほとりに
たたずむ名宿「人吉温泉 あゆの里」
に宿泊する添乗員同行の限定ツ
アーを販売しています。今回、さ
んふらわあの強みである 〝車でし
か行けない場所 ”と人吉球磨の奥

さんふらわあフェリー×宿泊
人吉球磨「再生の旅」へ！
〜復興への歩みと人吉の人の温かさにふれる特別な旅行〜

大阪発【添乗員同行】

深い魅力をセットにした特別な旅
行プランです。歴史ある人吉の町
並みや、水害という大きな試練を
乗り越え、復興へ歩み続ける地域
の “ 今 ” を感じられる特別な旅に
なっております。さんふらわあの
ゆったりとした船旅とともに、あ
なたの心に刻まれる「再生の旅 」

へ出かけてみませんか。さんふら
わあトラベルの公式サイトでは、
人吉球磨をめぐるモデルコースや
ツアーの詳細を公開中です。
また、自分のペースで自由に九州
を満喫したい方には、個人プラン

「九州への船旅 」もおすすめです。
中でも人気は「愛犬とお家からず

～ っ と 一 緒 」
プラン。ペット
専用客室と宿
泊 が セットに
なっており、大切な家族であるワ
ンちゃんとお家を出てから帰るま
でず～っと一緒に過ごすことがで
きます。ほかにもWEB限定のお得
なプランも多数ご用意しています。
気になる方は、どうぞお気軽にお
問い合わせください。
皆さまのご参加を心よりお待ちし
ております。

人吉球磨が人吉球磨が
もっとすきになるもっとすきになる
再生再生のの旅旅

添乗員同
行

ツアー開
催

4日間

予約
受付中！

詳細はこちら

※写真はイメージです

船長服が楽しめるフォトスポットで
記念写真♡

［大阪本社］〒559-0034 大阪市住之江区南港北2-1-10
ATCビル O’s（オズ ）棟北館6階 605

総合（国内）旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う営業所での
取引に関する責任者です。この旅行契約に関して不明な点があれば、ご遠
慮なく取扱管理者におたずねください。

大阪府知事登録旅行業 第2種・2396号 （一社）日本旅行業協会正会員（JATA正会員）
 （総合旅行業務取扱管理者／山本 茂）

J10～17時 i土・日・祝日
t0570-00-3268

www.ferry-sunflower.co.jp/travel/

期間限定でさんふらわあが
人吉球磨カラーに染まる！
注目のイベントを要チェック！
※フェアの内容は変更になる場合がございます
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ゴロゴロ野菜とじっくり煮込んだお肉、
玉ねぎの甘みが食欲を誘う「ジビエシ
チュー。」老若男女問わず人気で、ショー
トパスタを加えて食べ応えのあるボ
リュームに仕上げている。

船内レストランにて
特別メニューが登場！
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05 04

一部客室で、気軽に楽しめる焼酎
の飲み比べセットをプレゼント。
船旅を楽しみつつ、焼酎の味わい
をゆったり堪能しよう♪

客室で楽しむ
焼酎飲み比べセット！01

期間中の船内では地域の魅力を紹介する
イベントや抽選会を実施予定。旅の思い出
づくりになる船内限定体験も楽しもう！

本誌掲載の人吉球磨ブ
ランド商品をはじめ、地
域アイテムが充実。焼酎
も取り揃え、旅の気分を
高める買物が楽しめる。

03
船内では、人吉球磨の伝統工芸「き
じ馬」や「花手箱 」が彩りを
添え、木のぬくもりあふ
れる空間が広がる。地域
の文化や風土を感じながら、旅
の途中でひと足先に人吉球磨の
魅力に触れてみよう。

人吉球磨を感じる
装飾を展示

地域を実感！
特別PRイベント開催！

ショップは
本誌掲載アイテムが
目白押し！

大和一酒造の「球磨川」（左）、
林酒造場の「極楽 」（中央 ）、
繊月酒造（→P7）の「川辺 」（右）

さんふらわあで過ごす
至福のひととき

カジュアルクルーズで憧れの船旅へ

    大阪～志布志（鹿児島 ）大阪～志布志（鹿児島 ）航路で航路で開催！開催！

人人吉吉球球磨磨フフェェアア

至
福
の
ひ
と
と
き
／
人
吉
球
磨
フ
ェ
ア

お問合先
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2026年
7月17日（金 ）～

8月2日（日）
まで
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鹿児島空港と人吉球磨エリアを結ぶ
便利な乗合タクシー
つばめエアポートライナー
●つばめえあぽーとらいなー

予約制の乗合タクシーで、鹿児島空港から人吉駅や青井阿
蘇神社前、あゆの里など市内の主要スポット付近に停車す
るので、観光の移動に便利だ。大阪からはさんふらわあで
志布志港へ向かい、人吉を観光したあと鹿児島空港から飛
行機で帰るルートにも活用できる。

t0966-22-5115

tsubame-airportliner.
　d e m a n d s . n o r u u u .
jp/top

村山公園
相良藩願成寺駅

球磨川

球磨川

←

人吉ICへ
←

吉松駅へ ←

吉松駅へ←

えびのJCTへ

くま川鉄道

J
R
肥
薩
線

九
州
自
動
車
道

←

えびのJCTへ

←

球泉洞 P3へ

←

人
吉
温
泉
駅
〜
肥
後
西
村
駅
間

長
期
運
休
中

 青井阿蘇神社 P2

縁屋本店 P9

 

松龍軒 P9 人吉温泉 あゆの里 P4

麻葉珈琲 P8

人吉城跡 

人吉市観光案内所

HASSENBA HITOYOSHI
KUMAGAWA P5

鍛冶屋町通り P2
立山商店

繊
月
大
橋

胸
川

胸
川

八
代
駅
へ

人吉中心部

人吉中心部 300m0

徒歩約5分

人吉・球磨
1.5km0

錦町役場

相良村役場

大橋

水の手橋

曙橋

人吉橋

人吉市役所
道の駅 錦

木上駅

一武駅

肥後西村駅

川村駅

人吉駅

人吉駅・
人吉温泉駅

人吉球磨スマートIC

人吉球磨スマートIC

人吉IC

山江SA

おかどめ幸福駅
あさぎり駅

鳩
胸
川

免
田
川

人吉市

山江村
相良村

錦町

あさぎり町

道の駅人吉
人吉クラフトパーク石野公園

淡島神社

雨宮神社

球磨焼酎ミュージアム
白岳伝承蔵 P2

山の中の海軍の町 にしき 
ひみつ基地ミュージアム P3

33

17 54

33

102

33

17

162

43

219

219

219

445

221

219

267

人吉市役所

株式会社アスリー P6

宮﨑製茶 P7

繊月酒造 P7
人吉城歴史館 P3

松田うなぎ屋 P9

町家ギャラリー立山 P8

ま心 ちゃんぽん
ぎょうざ店 P9

1
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3

4
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 運賃   片道／最大3000円 
運行  完全予約制

空港からのアクセス

つばめ交通 < つばめエアポートライナー>1時間4分／3000円/1日7便

産交バス < 高速きりしま号 >
52分／1800円／1日5便

産交バス < 高速きりしま号 >
1時間47分／2500円／1日3便

産交バス
16分／280円／1日11便

産交バス
16分／280円／1日11便

 URL 鹿児島県

宮崎県
熊本県

大分県

福岡県

志布志港

都城

人吉駅
人吉IC
人吉球磨スマートIC

鹿児島 霧島

えびの
人吉

志布志港

別府港別府港
大分港大分港

人吉

鹿児島空港鹿児島空港

発行／株式会社商船三井さんふらわあ
企画・編集・制作／JTBパブリッシング
©2026 株式会社商船三井さんふらわあ/JTB Publishing,Inc.All Rights Reserved.
写真協力/PIXTA

※本誌掲載のデータは2026年4月末のものです。発行後にデータが変更になる場合がありますので、お出かけの際には電話等で事前に確認さ
れることをおすすめいたします。なお、本誌掲載内容による損害等は、補償いたしかねますので、あらかじめご了承くださいますようお願いい
たします。※本誌掲載の入園料などは大人料金を掲載しています。※原則として取材時点で確認した消費税込みの料金です。※定休日は原則
として年末年始・お盆休み・ゴールデンウィークを省略しています。※利用時間は特記以外原則として開店（館）～閉店（館）です。オーダーストッ
プや入店（館）時間は通常閉店（館）の30分～1時間前ですのでご注意ください。※交通情報については、天災の影響や季節などにより変動する
場合がありますので、お出かけの際には各交通機関にお問合せください。※本誌はご自由にお持ちください。

車50分 /63km 

車1時間20分／86km 

車1時間40分／119km 

車3時間20分／286km

車3時間15分／275km

駅からのアクセス

志布志港・別府港・大分港からのアクセス
志
布
志
港

人吉
（人吉ICまたは人吉

球磨スマートIC ）

人吉
（人吉ICまたは人吉

球磨スマートIC ）

人吉
（人吉ICまたは人吉

球磨スマートIC ）

人吉
（人吉IC ）

人吉
（人吉IC ）

鹿
児
島
空
港

熊
本
駅

（
熊
本
駅
前
）

人
吉
駅

（
人
吉
駅
前
）

人
吉
駅

（
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吉
駅
前
）

別
府
港
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分
港
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